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日本のＳＥ能力は，なぜ低いのか？ 

芳賀 正憲 氏 

この記事は，第 11回情報システム学会シンポジウム（2018年 5月 26日）における受賞

講演の口述内容をまとめたものです． 

 

■日本のソフトウェアの問題 

本日はお話の機会をいただきまして，あ

りがとうございます．今日のテーマは「日

本のＳＥ能力は，なぜ低いのか？」です．

何故このテーマを考えたかと言いますと，

同志社大学教授の中田喜文先生が 2017 年

秋に日本経済新聞の経済教室で「ソフトウ

ェアの価値創造と日本」と題する連載を執

筆されました．そこで書かれた内容がたい

へん衝撃的で，読まれた方も多いと思いま

すけれども，日本の SE 能力は米国だけで

なく，ドイツ，フランス，中国と見比べて

も低いということなのです．それから日本

の経営者は，経営者というのはユーザーの

代表みたいなものですけれど，ソフトの本

質を理解していない．さらに，日本では SE

がベンダーに多く配置されていて，ユーザ

ー企業の SE 雇用数は米国の４分の１しか

いない．こういうことから，日本の企業は

ソフトウェアを戦略的にも戦術的にも有効

に利用していないというわけです．その結

果，日本企業の価値創造活動，端的に言え

ば企業価値ですが，これが国際的に著しく

劣ってしまいました． 

日本で最大の企業はトヨタ自動車ですが，

その企業価値は Amazonのわずか３分の１

であるということが書かれています．もち

ろん，これに対しては反論がありまして，

例えば「米国の人と一緒に仕事をしたけれ

ども日本の SE は優秀だった」とか，「日

本の経営者の中にも優れた人がいる」とか，

個別の事例をあげて否定することはできま

す．しかし，中田先生は数千人単位で，し

かも５カ国にわたって調べられています．

ですから否定するのではなくて，むしろ，

もしそうであるならどのような原因が考え

られるのかと，その原因を考えて対策を打

っていくほうがはるかに建設的です． 

この連載記事は，実は中田先生がその前

の年に IPA（独立行政法人情報処理振興機

構）から委託された国際調査の結果を基に

書かれたものです．つまり国の予算で大々

的な調査が行われ，その結果が出たわけで

すから，本来であれば，情報システム関係

の業界団体や学会が，これは大変だ，どう

したらいいのだと受け止めて対策に取り組

むべきなのです．日本にはそのような組

織・団体に所属する人が約 120 万人もいる

と言われています．ところが，今のところ

一生懸命に頑張って取り組もうとしている

ような気配が見えないのです．どうも情報

システム関係というのは大きな問題が出て

も，その根本的な原因に取り組んで解決策

を求めていこうという動きにならないので

す． 
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■年金記録問題への対処 

今から 10 年ほど前に年金記録問題が起

こりました．不良データが 5000万件ぐらい

出てきたという大変な問題です．その当時

で既にシステム開発・維持費用は１兆 2000

億円に及んでいました．そのデータが不良

で年金がもらえない人が出るという損害が

出たのです．紙の書類がその後半分ほど判

明してその損害額が１兆円，まだ残り半分

ぐらいが不明のままですから恐らくそれも

１兆円と見積もると，計２兆円ほどの年金

がもらえないという被害を国民は受けたの

です．それだけ大きな問題であるにも関わ

らず，なぜこのような問題が起こったのか，

抜本的なところから分析しようとしたのは

実は情報システム学会だけなのです． 

情報システム学会は提言を出しました．

けれども，他の業界団体や学会は全く手を

つけていません．リーマンショックとかそ

の前のサブプライムローン問題も実は，経

済学者は気がついていませんけれども，こ

れも情報システムのシステム設計の問題な

のです．にもかかわらず，これに取り組む

業界団体も学会もありません． 

情報システム学会はいろいろな発信をし

てきていますが，それは例外的で，大きな

問題があっても取り組もうとしていないの

が日本の現状です．中田先生の提起された

問題もやはり情報システム学会が取り組ま

なくてはいけないのではないかと考えまし

て，今日はぜひそのことをお話しようと，

講演のお話をいただいたときから思ってお

りました．そして，中田先生が本日この会

場にお見えになられることになりまして，

直接お話が伺えると言うことでたいへん期

待をしております． 

■情報資源利用の高度化 

中田先生は，ソフトウェアに関して我が

国では SE や専門家の能力が低い，専門家

以外の代表と言える経営者，ユーザーもそ

の本質を理解していないと書かれています．

人の問題になっていますけれども，少し客

観的に見てみますと，我が国では情報資源

利用の高度化がまだ進んでいないのではな

いかと考えます．こう考えると今度は物質

資源との比較ができるわけです．物質，エ

ネルギー資源利用の高度化で日本は素晴ら

しい成果を挙げました．1980 年代の後半，

記憶に新しい方もたくさんおられると思い

ますが，工業社会の最終段階，我が国は国

際競争力が世界一のレベルになりまして，

そのレベルを５年間キープしました． 

そして 80年代に アメリカの学者（エズ

ラ・ヴォーゲル）が書いた『ジャパン・ア

ズ・ナンバーワン』という本が日本でも翻

訳されてベストセラーになり，日本は世界

一ですよ，ということで大喜びをしたこと

がありました．けれども，こういうことを

言われるのは，本当はあまり良いことでは

ありません．この後どうなったかというと，

情報社会に移ったわけですけれども，国際

競争力は急激に低下していきまして，この

10 年後には国際競争力が 30 位まで下がり

ました．30位ともなれば，もう先進国とは

言えないようなレベルです．そこまで下が

ったわけです．ですから褒められるという

ことは決して良いことではなくて，むしろ

中田先生のように厳しいことを言っていた

だくほうがよほどありがたいという感じが

するわけです． 

 

■物質・エネルギー資源利用の高度化 
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それでは世界一になった物質・エネルギ

ー資源利用の高度化はどのように進められ

たのでしょうか．物質・エネルギー資源と

いうのは，たいていどこか地下に埋もれて

いる，あるいは海底にあります．表にあっ

てすぐに取れるようなものは全部取ってし

まっていますから，たいてい奥深いところ

にありますので，マイニングが必ず必要に

なります．出てきたものには不純物がたく

さん含まれていますので，リファイニング

ということをやるわけです．そのあと，加

工をして，組立て，アセンブリをして，自

動車とかスマホとか非常に高級な付加価値

の高い物質の製品ができあがるわけです． 

この時に基礎となるのが物理学や化学と

いったサイエンスと，多種多様な工学です．

それらの学問は日本では江戸時代までたい

へんに遅れていました．ニュートンが力学

のいろいろな研究を行って法則を見つけた

のは 17世紀後半のことですけれども，それ

から 200 年ぐらい日本はまだ江戸時代で鎖

国を続けていたわけです．本当に遅れてい

ました．しかし，明治維新の前後から熱心

に西洋に学び研究と教育を進め，時間はか

かりましたけれども，20世紀後半にはつい

にキャッチアップに成功しました．そして，

アメリカよりも国際競争力は高いと，５年

間だけですけれども，言われるようになっ

たわけです．こういう経緯を持っているの

です． 

 

■情報資源は天然資源 

実は，情報資源も天然資源です．意外だ

と思われる方もいらっしゃるかもしれませ

んが，今日せっかくシンポジウムにおいで

いただいたのですから，これはぜひ学んで

帰っていただきたいのですが，情報資源は

天然資源なのです．もともと人間の身体の

自然の仕組みの中から情報が生成されるの

です．難しい言葉でオートポイエーシス

（autopoiesis）と言いますが，人間の意図

や意識とは無関係に，人間の身体の自然の

仕組みでひとりでに生まれるのです．それ

で脳を始めとして身体の中に埋め込まれて

いくのです．これが生命情報といわれてい

るものです． 

天然資源ですから，その意味では物質・

エネルギー資源と同じものです．したがっ

て，高度化するためにはマイニングが要る，

リファイニングが要る，プロセシングが要

る，アセンブリが要る，これは物質で経験

してきたことです． 

 

■音と光・色の知覚 

経営学者のドラッカーは本の中でたいへ

ん面白い問題提起をされています．有名な

問題ですけれども「無人の山中で木が倒れ

たときに音はするか」というものです．ま

あ，人がいなくても音はするだろうと考え

がちなのですが，ドラッカーの解説はこの

ようになっています．「音がするというの

は間違いです．音波，空気の振動である音

波は発生します．しかし音を感じるものが

いなければ音はしない，音は存在しません．

音波は知覚されることによって音となる，

音は人間が頭の中で音として作り出してい

る」というのです． 

もっとわかりやすいのは光です．赤信号

というのは赤い色をしていますが，あれは

別に信号機が赤いわけではありません．信

号機からは 400テラヘルツぐらいの電波が

出ています．電波というのは電気と磁気の
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波ですからそれに色がついているわけでは

ありません．それが目に入って脳に届くと

人間はそれを赤く感じるのです．人間は頭

の中でその信号に色をつけているのです．

700 テラヘルツだったら紫に色をつけるわ

けです．400 から 700 の間で虹のようにき

れいに色をつけます．なぜそのようなこと

をしているかというと，人間は進化する前

の大昔は黒白しか見えない時代がありまし

た．ところが黒白しか見えないと危ないの

です．例えば海の中に住んでいたとして，

外から光がやってきたとき波が立つと，黒

白しか見えなかったらチラチラしてしまい，

恐ろしい動物が近づいてきてもわかりにく

いのです．また，森の中で生活するときも，

木漏れ日がチラチラしますとわからないの

です．色をつけてやりますと，例えばライ

オンがやってきたとしても非常にわかりや

すくなります． 

色は人間が頭の中で作り出しているもの

です．それはひとりでにできているのです．

そういう意味では天然資源なのです．それ

を高度化するにはどうしたら良いかという

とマイニング，リファイニング，プロセシ

ング，アセンブリを行っていかなければな

りません． 

 

■基礎となる抽象化能力 

では，情報のマイニングとは何か．これ

は概念化と言われているものです．生命情

報を社会情報へ，つまり端的に言えば言語

に変えるということです．モヤっとしたも

のを赤という言葉に変えてやるわけです．

リファイニングというのは概念化を深化さ

せてやることです．さらに深めていくわけ

です．その次に推論，これは演繹法，帰納

法，それから発想法，さらに言語技術，こ

うやって情報を高度化していくのです．そ

れで最後にアセンブリということでシステ

ム化して大きな効果を発揮させよう，こう

いうふうにしていくわけなのです． 

マイニング，リファイニング，プロセシ

ング，アセンブリの基礎になっているもの

のひとつが抽象化能力です．それから概念

化能力，論理思考能力，言語技術です．こ

こから先が日本とはたいへん違うところで

すけれども，西欧では紀元前300年とか400

年も昔のギリシャ時代からたいへんな研究

が行われてきました．哲学とかリベラルア

ーツ，特に言語技術ですが，膨大な研究と

教育を 2300 年ぐらい前から延々とやって

きたのです．日本では弥生時代の頃からで

す．そのうえで，情報資源の高度利用を進

めました．ITというのはその成果のほんの

一部なのです． 

ところが，日本の今の情報関係者は ITだ

けに注目する傾向がありまして，こういう

歴史的背景とか，抽象化能力や概念化能力，

論理思考能力，言語技術の全体を能力とし

て捕捉しよう，こういうことが大事だから

研究や調査をしていこうというふうにはあ

まり考えないのです．成果の一部である IT

だけを一生懸命やって IT が大事だと言っ

ている傾向がありまして，これは少しスコ

ープが狭いなあという感じがするわけです． 

 

■日本と欧米にみる概念化の違い 

概念化の深化，リファイニングというこ

とが非常に大事でして，これは抽象化能力

をフルに発揮する必要があるのです．フラ

ンスの人文地理学者にオギュスタン・ベル

クさんという人がいます．何年間か日本の
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大学でも研究をされていた方ですけれども，

たいへんに面白い考え方を提示されていま

す．これはもう本当に情報関係者にとって

も参考になります．人間は周りの世界をま

ず感覚で捉えます．色でも音でもそうです．

次にその生命情報を分析して概念化してい

く，概念化を人間は進めていく，深化させ

ていくわけです．そのどこかの段階で，ハ

イ，ここで終わり，ということで言語に結

晶させる，ここで社会情報である言語にな

るわけです．そのタイミングを，ちょうど

気温が下がったときに水蒸気から露が生ま

れますが，それになぞらえて露点と名付け

ています．そして，ベルクさんの言われる

たいへん重要なことは，日本語は露点が高

く，したがって，感覚に近いところで概念

が社会情報の言語になっていて，それ以上

の概念化をあまりやっていないということ

です． 

欧米の多くは露点がずっと低いです．例

を挙げますと，英語，これは言葉ですから

日常の話なのですが，抽象化が日常化して

います．例えば，人間の考え，これを英語

で何というかというと，一番具体的なもの

を ideaと言います．抽象度を上げていくに

したがって conception になり，さらに

conceptになります．英語の辞書には，抽象

度はこの順番で上がると書いてあります．

このように概念化を進めていってたくさん

の概念を作り出しています．幕末の 19世紀

後半までに，西欧は我が国に比べて桁違い

に多くの概念化を進めていたのです． 

したがって，幕末以降，本当にたくさん

の概念を欧米から翻訳語として導入せざる

を得なかった．そうしないと，仕事も研究

も教育もできない．ですから，仕事とか研

究，教育で我々が使う言葉はほとんど翻訳

語と考えてよいわけです．例えば，経験が

大事だと言いますが，「経験」は翻訳語で

す．感性も大事ですが，「感性」も翻訳語

です．こんな言葉が翻訳語かというぐらい，

多くの言葉が翻訳語です．それで我々は成

り立っているのです．ところが翻訳語の欠

点は，翻訳した人はその意味を本当につか

んでいたかもしれませんが，あとは伝言ゲ

ームで伝わっていきますから，誤った意味

とか表面的な意味でだけ流通している可能

性があるということです．これが翻訳語の

怖いところです． 

 

■信頼すべきオーソリティと否定的

オーソリティ 

アメリカにはウェスリー・サモンが書い

た『論理学』という本があります．非常に

長期間にわたって大学の教科書として用い

られ，多くの人に読まれてきた大変有名な

本です．それを読んでみますと，内容的に

洗練されていると同時に，実務と言います

か，実用と言いますか，そういうことも意

識して書かれているのです． 

帰納法というものがありますが，これは

高等学校のときから数学的帰納法とかいろ

いろ出てきて，大体の人がある程度は帰納

法が何かを知っているでしょう．ところが

このサモンさんの論理学を見ますと，帰納

法でもこんなのもあります，こんなのもあ

りますと実際的な例がたくさん出てきます．

その中でも非常に面白いと思いましたのが，

権威やオーソリティに基づく論証というの

がありまして，これは帰納法なのです． 

例えば，お医者さんから，「あなたはこ

のような症状が出ていますけれどもインフ
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ルエンザではないですよ」と言われたら安

心するわけです．同じことを占い師のよう

な人が言ったとしたら，必ずしも安心でき

ないわけです．これは論理的にはどういう

ことなのかということです．サモンは，帰

納法という考え方で説明しています．その

他にこれに付随して，いろいろと面白いこ

とが書いてありまして，信頼すべきオーソ

リティという説明があります．信頼すべき

オーソリティとはどういうものでなくては

いけないかと言いますと，まず，嘘を言っ

てはいけない，それから，ある主張をする

ときには証拠に基づいて物事を言わなけれ

ばならない，このような条件が書かれてい

るわけです．こういう例を見ますと，先ほ

どもお話のありました森友・加計問題，こ

れはもう本当に論理学と倫理学の事例の宝

庫になると思います． 

例えば，経済産業省のナンバーツーと言

われていますが，首相秘書官をされていた

方がいます．この方は 2015 年の 4 月 2 日

に今治市の関係者と会っているのです．そ

して，いろいろとコメントしています．今

治市の文書で既に出てきているのです．そ

れにも関わらず，国会で呼ばれた時は記憶

の限りお会いしたことはありませんと発言

しました．これは二重の意味で信頼すべき

オーソリティではないわけです．ひとつは

嘘を言っている，もうひとつは，記憶の限

りということで客観的な証拠にもとづかな

いで発言している．信頼すべきオーソリテ

ィの条件に反しているわけです． 

では，そういう首相秘書官のような人を

どう言うかというと，これはまた面白い概

念が出てきまして，否定的オーソリティと

言います．英語ではアンチ・オーソリティ

と言うのですが，これは大体この人がこの

問題について言っていることは嘘であろう

と，そのような人のことをアンチ・オーソ

リティと言うと，この論理学の本に書いて

あるのです．その体で見ますと，これまた

枚挙にいとまが無くて，実は首相自身，そ

れから先ほどの首相秘書官，さらに前国税

庁長官，ほとんど言っていることが信頼で

きないわけです．おまけに証拠まで改ざん

しています．そのようなすぐに当てはめら

れるようなことがちゃんと大学の論理学の

教科書に説明されているのです． 

さらに，人身攻撃に基づく論証というの

がありまして，これは帰納法の間違った適

用なのです．これもすぐに例がありまして，

現官房長官です．文科省から総理のご意向

とか官邸の最高レベルが言っているという

加計学園に対して首相が関与した文書が出

てきたのです．そうしたら官房長官は「あ

れは怪文書のようなものだ」と言ったので

す．ところが文科省の前次官の前川喜平さ

んが「いや私はあの資料を見ました．あれ

は本物の資料です」と言った．それで官房

長官は困ってしまいまして，ひとつ前川さ

んをやっつけようと考えたわけです．それ

で「出会い系バーに行った」というような

ことを新聞に書かせまして，人身攻撃をす

ることによって，前川さんの言っているこ

とを否定しようとしたわけです．これは論

理的には間違いなのです．ちゃんと教科書

に書いてあるのです．そういうことをやっ

てはいけないのです． 

ということで実に論理学の教科書には実

用にも役立つことがたくさん書いてありま

す．それぐらい論理というものが大学でも

教えられて定着しているのです．帰納法の
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ひとつとして，権威に基づく論証などとい

うことは，日本ではまず今まで教えられた

ことはありませんでした．帰納法の例とい

うのはほんのわずかしか今まで教えられて

きませんでした． 

 

■資源利用高度化のための親学問 

今後我が国で，ユーザーもＳＥもともに

情報資源の高度利用を図っていくためには

どうすれば良いのでしょうか．明治時代に

は科学や工学を基礎から学んで研究をして

いきました．本当に基礎からやりました．

小学校でも理科の時間があって学んでいま

した．ですから，回り道のようであっても，

基本的なところからリベラルアーツを学ん

で抽象化能力，概念化能力，論理思考能力，

言語技術のレベルアップを図っていく必要

があるのです．それから併せて考慮するべ

きことがあります．それは，物質・エネル

ギー資源の高度利用に関して，明治時代以

降，日本が熱心に研究と教育を進め，つい

に西欧にキャッチアップできたのは，物

理・化学など科学や各種の工学，資源とそ

の利用に関する親学問が存在して，体系的

に学んで適用していくことが可能だったと

いう事実です．これは非常に大事なことで

す．物理や化学の分野では原理や法則を中

心に体系が整理されています．この原理や

法則をレベルに分けて段階的に学んでいく

ことが大切です． 

例えば，どなたもご経験がおありだと思

いますけれども，電磁気でオームの法則は

中学校で学びます．高校に行くとキルヒホ

ッフの法則，さらに大学ではマックスウェ

ルの方程式，これで全体が体系的に説明で

きます．各分野の全体像を体系的に理解し

て応用していくために極めて効果的な進め

方です．物質資源の利用についてはこうな

っているのです． 

ところが，情報資源の高度利用に関して

はまだ親学問が存在しない，原理とか法則，

例えばニュートンの法則に匹敵するような

情報の法則は何だろうかというとほとんど

整理もされていない．どんぶりのような状

態です．どんぶりであるがためにレベルの

切り分けができないのです．そうすると，

小学校でプログラムを教えれば情報社会に

対応した人材が育成できると熱心に言う人

が出てくるのです．そして実行に移される

わけです．何が大事なのか，ということの

レベル評価ができないわけなのです．要は

親学問の体系が存在しないのです．そうす

ると，初等中等段階や大学において十分な

基礎教育も専門教育もできないのです．学

校教育がきちんとできなければＳＥや経営

者の能力が低くなるのは当然です．能力が

低くなれば情報資源を戦略的にも戦術的に

も活用できない，企業価値の創造ができな

いということになります． 

 

■再起概念 

こういうことで親学問の体系が存在しな

いということは，これは非常に大きな問題

であるということがわかります．情報シス

テムの分野で原理や法則を整理して親学問

を体系化していく上で参考になるものとし

て ，古 いので すが， アメ リカに は

Computing Carriculaがあります．アメリ

カはカリキュラムの標準を数十年来ずっと

作ってきていまして，しかも何年かおきに

改訂しています．Computing Carriculaの

1991年に出てきた概念で，再起概念という
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ものがあります．これはもちろんアメリカ

の標準になったわけですから，ご存じの方

もあると思いますが，実は日本ではあまり

知られていない状況です．ですから今日，

何か新しいことを学んで帰られようとする

ならば，ひとつは，情報資源は天然資源で

あるとすでに申し上げましたが，もうひと

つは，この再起概念を頭に入れて帰ってい

ただければ大変にありがたいと思います． 

再起概念は，次のように説明され，提案

をされています．「多岐にわたる分野やプ

ロセスに共通に横たわり専門分野を深いレ

ベルで統合する助けとなる重要な考え方や

原理がある．これを再起概念と名付け全体

像を理解するには，まずこれを学ぶ必要が

ある．」 

これは 1991年のことで，日本にもやって

きたわけです．翻訳もちゃんと出ました．

ところがこれに注目した人は極めて少ない

のです．日本の情報関係の専門の学者はア

メリカのカリキュラムにものすごく注目し

ていまして，出るたびに一生懸命調べて，

極端な場合にはそれをコピーして，日本の

カリキュラムの標準ですよと，翻訳してコ

ピーしたものを出すようなこともやってき

ているのです．それぐらいアメリカの標準

に依存しているのに，なんとこれだけは取

り残してきたのです．これの重要性を認識

しなかったのではないだろうかと懸念され

ます． 

そういう話はたくさんあります．構造化

分析はトム・デマルコという人が始めたの

ですが，論理モデル・物理モデルという考

え方をしていまして，ものすごく広く知れ

わたりました．アメリカはもちろんのこと

日本でもみんな論理モデル・物理モデルを

知っているわけです．ところがこのデマル

コの論理モデルの説明には不備があって，

論理モデルと言いながら，相変わらず経験

と勘に依存しているところがあったのです．

デマルコが発表してから５年ぐらいたって

から，スティーブ・マクメナミンとジョー

ン・パルマーという二人の若い人がいまし

て，「今までの論理モデルの説明は少しま

ずかったから新しい説明の仕方をします」

といって，それに『本質モデル』という名

前をつけました．『本質モデル』というの

は，実はそれよりも 30年前にジェラルド・

ナドラーという人の発表した『ワークデザ

イン』という設計技法の中に『理想モデル，

理想システム』という概念がありまして，

それと定義が同じなのです．それぞれが別

に考えられたとは思いますが，実は同じも

のだったのです．それこそが論理モデルの

正体であるということを発表したのです．

そうしたらデマルコが喜びまして，「おー，

よくやってくれた．本当にそのとおりだ．

私が今まで充分説明しなかったことをちゃ

んと説明してくれた」と言ったということ

があったのです． 

日本では，論理モデルまではほとんど多

くの情報関係の専門の人たちが注目して，

それを理解しましたが，本質モデルをフォ

ローしている人は本当に少ないのです．と

いうことで重要概念をどうも飛ばしてきて

いる，この重要概念に対する価値判断能力

と言いますか，評価能力，それが少し欠如

しているのではないかという思いがありま

す． 

この再起概念をレベルに分けることによ

って，情報教育を中学・高校・大学と明確

に段階に分けて体系的に進めていくことが
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できるというメリットがあります．それか

ら再起概念というのは様々な分野やプロセ

スに共通に横たわる重要な考え方や原理で

すから，それを参照基準にして多様な分野

のソリューションを効果的・効率的に進め

ていくことができるのです．そうすれば，

物理とか化学，工学など，物質の方に負け

ないような体系ができていくのではないか

と考えられるわけです． 

実は再起概念については今，情報システ

ム学会の体系化委員会というところでいろ

いろと整理して案を作っています．そのう

ちのいくつかだけ申し上げますと，まず，

暗黙知，第一次概念知，第二次概念知．概

念知というのは経営学者の野中郁次郎先生

などが形式知と言っているものと似ている

わけですけれども，それをふたつに分けて

考えます．暗黙知というのは生命情報，そ

れから第一次概念知というのは社会情報，

第二次概念知というのは機械情報に対応し

ます．大体一人の人間を見ても組織で見て

も，知識の構造というのはこの生命情報，

社会情報，機械情報の階層構造といいます

か，構造的にこういうふうになっていると

考える，常にこういうふうに見る，これは

もう非常に基本的なのではないかと思われ

ます． 

人間中心の情報システムということが言

われているわけですけれど，これは暗黙知

と第一次概念知まで，ここが人間中心の情

報システム，第二次概念知は，機械情報，

コンピュータ中心の情報システムというこ

とで，常にこの見方をすれば的確に物事を

見られるのではないかということです． 

 

■基礎情報学の重要性 

今，AIの議論が盛んで，シンギュラリテ

ィということが言われています．要するに

人間の能力を機械の能力が上回ってしまう，

そういう特異点が現われますよという議論

があります．しかし，基礎情報学の西垣通

先生にこの学会で最近も講演をいただいた

わけですけれど，基礎情報学的に考えると，

こういう議論は荒唐無稽なのです．AIのよ

うな最先端の技術を的確に位置づけするた

めには，こういうものだと判断するために

は，基礎情報学を欠かすことはできないの

です．先日も新聞を見ていたら，相当な日

本の情報関係の偉い人が，「シンギュラリ

ティがやってきます」などということを言

ったりしているのです．ですから基礎情報

学的な考えを持たなければ情報の問題は的

確に整理できません．とくにこれからは進

歩が続くにしたがってアイデンティファイ

といいますか，基礎情報学的な考え方で知

識の構造を整理していくことが重要になる

と思います． 

 

■PDCAと仮説実証法 

それから，これはもう有名な話ですけれ

ども，PDCA サイクル，それから仮説実証

法，これは同じもの，同等のサイクルです．

何か仕事をするとか実践をするときは

PDCA，認識をするとき，例えばサイエン

スとかですが，このときに仮説実証法とい

う呼び方をします．人間が事を行おうとす

る限りは多段階で入れ子構造のPDCAサイ

クル，すなわちこれは情報を活用して適切

に活動を行い，またその成果を不断に改善，

改革していくための基本モデルとなります．

まさに再起概念です．それから多方面にわ

たる科学の進歩も仮説実証サイクルを積極
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的に回すことによってもたらされるという

ことです． 

先ほど年金記録問題の話をいたしました

けれど，年金記録問題が起きた時にすぐに

わかったことはシステム設計の不備でした．

不備はいくつかあるわけですけれど，その

うちの大きなものはPDCAサイクルを入れ

ていないということです．つまりチェック

機能を欠いているわけです．2007年に問題

が起きてから一生懸命年金特別便を郵送し

たり，オンラインでもチェックできるよう

にしたりして，チェック機能を入れたわけ

です．20年もたってからチェック機能を入

れるというのは全くシステム設計の誤りと

しか言えません． 

 

■凝集度を高く結合度を低く 

それから，「凝集度を高く結合度を低く」，

これはもう本当に大事な再起概念です．再

起概念は，これに違反すると必ず品質が悪

くなります．場合によってはシステムが破

綻します．それぐらい基本的で大事な概念

です．「凝集度を高く結合度を低く」とい

うのはメインフレーム段階のモジュール分

割の原則からもともとは生まれたものです

が，あらゆる組織の分割基準として適用が

可能な再起概念です．先ほどリーマンショ

ックが起きてその原因がサブプライムロー

ン問題にあるということを申し上げたわけ

ですが，ではどこに問題があったのかとい

うと，サブプライムローンの仕組みを作る

ときに「凝集度を高く結合度を低く」に違

反して組織構成を作ったのです，それであ

のような破綻的な状況に陥ったわけです． 

 

■KJ法 

あとひとつだけ，ブレインストーミング，

力点は KJ 法にあります．超上流工程で生

命情報を皆持っているわけですけれど，そ

れを喚起・発掘して問題構造を見極めて解

決策を立案して要件定義に結びつけていく，

そのプロセスで適用される最も基本的かつ

一般的な技法がこの KJ 法，その元になる

ブレインストーミングではないかというこ

とです．これはもう本当に再起概念といっ

ても良いくらい事例が多くあります．元々

は DECという，今はなくなりましたけれど

も，コンピュータメーカーが要求分析のプ

ロセスの標準技法として KJ 法を入れてい

ました． 

それから慶應大学の井庭崇先生と，一緒

に仕事をされている富士通研究所の岡田誠

さんは，パターンランゲージを盛んに作っ

ています．いずれも KJ 法をもとにしてパ

ターンランゲージを作っています． 

専修大学の森本祥一先生も，新潟県の過

疎の地域の活性化に取り組まれていますが，

その時に KJ 法を採用されました．非常に

事例が多くて，これはもうこの段階の要求

分析，超上流工程の再起概念とみて良いの

ではないか，むしろ積極的にこういうふう

に考えて適用を進めていったほうがいいの

かなと思います． 

 

■おわりに 

先ほども申し上げましたけれど，中田教

授の問題提起，これはどこの学会も業界団

体も今のところあまり取り組もうとしてい

ないので，情報システム学会に対してなさ

れたと考えたらいいのではないかと思いま

す．問題は非常に深刻です．深刻ですけれ

ども，対応は十分可能ではないか，物質・
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エネルギー資源の利用に関しても状況は似

たようなものでした．江戸時代などは本当

に，物理にしても，化学，工学にしても何

があったかと考えると，そこから出発して

世界一になったのですから，見事に克服し

たわけです．情報資源に関してもできない

わけはないのではないかという考え方で今

後情報システム学会として大いに取り組ん

で行きたいと考えています． 

これで終わらせていただきます． 

（文章編集責任者：砂田薫） 


